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第 �章　ྐ㊧のᴫせ

�　ྐ㊧ᣦᐃࡿ⮳࡟⤒⦋

難波宮の所ᅾ地にࡘいては᫂☜な఩⨨はఏࡗࢃておらࡎ、Ụᡞ᫬代からㄽதがࡗ࠶た。高⇱でᒃ住

条件のⰋい小高い上町台地上にồࡵる説と、関連する地ྡのṧる長᯶、本ᗉ࠶たࡾの平野部にồࡵる

説でࡾ࠶、᫂治期௨㝆ࡶこの 。たࡁられてࡵのೃ補地を中ᚰに研究が進ࡘ2

᫂治になࡗて大阪城からその南の一ᖏは㌷の管㎄地となࡾ、ᡓ後に⮳るࡲで一⯡人の立ちධࡾは制

㝈されていたが、昭和28年（1953）にዉⰋ᫬代の㬛尾∦が発ぢされ、⩣年から発掘調査がはࡵࡌられた。

昭和32年（1957）からは、それࡲでにおこなࢃれた᩿∦的な調査⤖果をࡶとに、計画的に調査をおこな

うこととなࡗた。その⤖果、東西600ᑻにࢃたる掘立柱形ᘧの」廊が発ぢされ、このᑍ法が平城宮の

内裏の東西ᖜと同ࡌでࡗ࠶たことから宮殿跡で࠶ることが推 された。昭和36年（1961）、宮殿の中ᚰ

的建物で࠶る大極殿の跡がぢࡘかࡾ、難波宮跡で࠶ることが᫂らかになࡗた。引ࡁ⥆ࡁおこなࢃれた
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図35　難波宮跡の周辺（2001年᧜ᙳ）
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内裏回廊の調査では、火⅏をཷけた跡の࠶るࡶう た。前ࡗることが᫂らかとな࠶別の宮殿遺構がࡘ1

期難波宮跡の発ぢで࠶る。

こうࡋた発ぢが⥆いた昭和37年（1962）8 月、この地に国の第二合同庁舎の建設計画が᫂らかとな

ᗈ⠊な保存㐠ືが展㛤された。その⤖果、昭和38年（1963）3ࡔࢇ㎸ࡁ研究者、学生、市Ẹ等をᕳ、ࡾ 月、

計画は変᭦となࡾ、合同庁舎は大阪市がᥦ供ࡋた代᭰地に建設されることとなࡗた。⥆いて同敷地は

国の史跡の指定をཷけ（昭和39年（1964）5 月、第 1次指定）、難波宮の遺跡は保存されることとなࡗた。

� 　㏣ຍᣦᐃの≧ἣ

昭和36年（1961）から⩣年にかけては大極殿、内裏、朝堂院といࡗた中ᯡ部の調査が⥅⥆ࡋておこな

いては内裏内郭が区画され、その中にṇ殿と前殿が㓄⨨され、その形ែがࡘ後期内裏にࡎࡲ。れたࢃ

平城宮の東区内裏とほࡰ同規ᶍのࡶので࠶ることがࢃかࡗた。前期難波宮にࡘいては内裏前殿と後殿

が軒ᗷでࡘながࡾ、間を塀で区画するなど、他の宮殿にぢられない構㐀で࠶ることࡶ判᫂ࡋた。ࡲた

南側にᕧ大な朝堂院がᗈがること᫂ࡶらかになࡗた。

昭和47年（1972）௨㝆は、調査は中ᚰ部ࡔけでなく、その周辺部、特に朝堂院地区ࡶおこなうことと

なࡗた。さらに、昭和50年（1975）௨㝆は、文化財保護法の改ṇをཷけてᗈく難波京඲体を調査でࡁる

ようになࡾ、古代の難波地域にࡘいての㈨ᩱが㣕㌍的にቑ加ࡋた。

この᫬期、大阪の中ᚰ部を東西にはࡋるᖿ⥺道路とࡋて、中央大㏻と阪神高速道路の建設が難波宮

の中ᚰ部を㏻る఩⨨に計画された。発掘調査で前期難波宮の内裏前殿の඲体ീが᫂らかとなࡾ、その

他多くの関連遺構が発ぢされた。高速道路は高ᯫで計画されていたが、橋⬮の基♏工事によࡾこの部

ศの遺構がቯれるのを㜵ࡄことと、内裏・大極殿・朝堂院のどぬ的な一体ឤを保ࡘという඲体景ほの

保存というほⅬの཮方の理⏤によࡾ、道路は地上を㏻ࡋて遺構の◚ቯを㑊けることとࡋた。

昭和51年（1976）3 月に、第 2次指定とࡋて、朝堂院と内裏を中ᚰとࡋた72�500੍వࡾが追加指定さ

れた。

その後ࡶ追加指定がࡾ࠶、現ᅾࡲでに計 7 次にࢃたる指定がおこなࢃれ、史跡の㠃積は合計で

145�060.71੍ となࡗている。主ࡗࡔた調査と、史跡指定の⤒㐣を表に♧す。

年 ᩘ ୺せ࡞発᥀ㄪᰝࡢෆᐜ 史跡ᣦᐃ 

大ṇ 2年（1913） ᪧ㝣㌷⿕᭹ᨭᘂࡢᕤ事⌧ሙ࡛㌺୸⎰ࡀ᥇集ࡉ

 ࠋࡿࢀ

 

᫛࿴ 28年（1953） 法円坂ఫᏯᘓタ⌧ሙ࡛㬛ᑿ∦ࡀ᥇集ࠋࡿࢀࡉ  

ྠ 29年（1954） 難波宮跡➨㸯ḟㄪᰝ㛤ጞࠋ  

ྠ 32年（1957） ᚋᮇෆ⿬ᮾᅇᗯ᳨ฟ（6・7ḟㄪᰝ）ࠋ  

ྠ 33年（1958） ๓ᮇෆ⿬ᮾᅇᗯ᳨ฟ（8ḟㄪᰝ）ࠋ  

ྠ 36年（1961） ᚋᮇ大ᴟẊ・ᚋẊ᳨ฟࠋᚋᮇෆ⿬すእ㒌⠏ᆅ᳨

ฟ（13・14ḟㄪᰝ）ࠋ 

 

ྠ 37 㹼 43 年

（1962㹼68）  

ෆ⿬中ᚰ部ࡢㄪᰝ㸸๓ᮇෆ⿬๓Ẋ（18・31ḟㄪ

ᰝ）・ᚋẊ・㌺ᗯ（17・21ḟ）ࠊᚋᮇ大ᏳẊ・๓

Ẋ・ෆ⿬北ᅇᗯ（16・17・18・21ḟㄪᰝ） 

 

ྠ 39年（1964）  ➨ 1ḟᣦᐃ  ᚋᮇ大ᴟẊ㝔ᆅᇦ➼ 

ྠ 41年（1966） ᪧ大ᡭ๓ᩚ⫥Ꮫ㝔ㄪᰝ（๓ᮇᮅᇽ㝔ࡢㄪᰝ）  

ྠ 43年（1968） ᪧ大阪市❧中ኸ㟷年࣮ࢱࣥࢭㄪᰝ（ᮾ᪉ᐁ⾦遺

ᵓࡢㄪᰝ） 

 

ྠ 45年（1970） ᚋᮇ難波宮大ᴟẊ跡ࡢ඲㠃ㄪᰝࠋ  

ྠ 47年（1972） ๓ᮇすඵゅẊ㝔ࠊ๓ᮇᮅᇽ㝔༡㛛ࡢㄪᰝࠋ  

ྠ 51年（1976）  ➨ 2ḟᣦᐃ  ᮅᇽ㝔ࠊෆ⿬ᆅᇦ 

ྠ 59 ・ 60 年

（1984・85） 

ᚋᮇ難波宮஬㛫㛛ࡢㄪᰝࠋ  

ྠ 61年（1986） ᚋᮇ難波宮ᮅᇽ㝔ࡀ㸶ᇽᙧᘧࠋุ᫂࡜ ➨ 3ḟᣦᐃ  ᚋᮇᮅᇽ㝔ᮾ➨ 3ᇽᆅᇦ 

 

ྠ 62年（1987） ๓ᮇ難波宮ෆ⿬す᪉ᐁ⾦ྂࠊቡ᫬௦大つᶍ಴ᗜ

⩌（法円坂遺跡）ࡢㄪᰝࠋ 

 

ᖹ ᡂ 5 ・ 6 年

（1993・94 ） 

๓ᮇ難波宮ࠕᮒ㞛㛛 （ࠖ宮ᇛ༡㛛）・すᮅ集Ẋ・

ᮅᇽ㝔ࡢㄪᰝࠋ 

 

ྠ 9年（1997） ෆ⿬す᪉ᐁ⾦すഃࡢ㇂࡛▼⤌Ỉ฼᪋タࢆㄪᰝࠋ  

ྠ 11年（1999） ෆ⿬北す部ࠕࡽ࠿㇂ࡢᠾ⏦年（すᬺ 648年）ࠖ ᮌ

⡆ࡀฟᅵࠋ 

 

ྠ 12年（1900） ᚋᮇ難波宮ᮅᇽ㝔༡㛛ࡢㄪᰝࠋ  

ྠ 13年（2001）  ➨ 4ḟᣦᐃ  法円坂遺跡㏣ຍᣦᐃ 

 ࠋࡿࡵᨵ࡟難波宮跡附法円坂遺跡ࢆ⛠ྡ

ྠ 17年（2005）  ➨ 5ḟᣦᐃ  ᮅᇽ㝔ᮾᆅᇦࠊෆ⿬ᆅᇦ

㏣ຍᣦᐃ 

ྠ 17 ・ 18 年

（2005 06） 

ᮾ᪉ᐁ⾦ᆅᇦ࡛๓ᮇ難波宮ࡢᴥ㛶㢼ᘓ≀࡜▼

ᩜ区画ࡢㄪᰝࠋ 

 

ྠ 18年（2006） ᮅᇽ㝔༡す部ࡢ࡛ྂ᭱㇂ࡢ୓ⴥ௬ྡ文ᮌ⡆ࡀ

ฟᅵࠋ 

 

ྠ 19年（2007）  ➨ 6ḟᣦᐃ  ᮾ᪉ᐁ⾦ᆅᇦ（ᮾ北部）

㏣ຍᣦᐃ 

ྠ 22年（2010） ෆ⿬ᮾ᪉ࡢ㇂࡛๓ᮇ難波宮ᮇࡢⓑᅵୖሬࡾቨ

ᅵࡀฟᅵࠋ 

 

ྠ 25年（2013）  ➨ 7ḟᣦᐃ  ᮾ᪉ᐁ⾦ᆅᇦ（༡༙部）

㏣ຍᣦᐃ 

 

・
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� ㄝ᫂ࡧࡼ࠾⏤⌮ᣦᐃࠕ　 のࠖෆᐜ

史跡の本㉁的౯್の構成要⣲を検ウするたࡵに、史跡指定された᫬の「指定理⏤および説᫂」を掲

る。第ࡵとࡲ指定の要件を、ࡋ♧ 3次௨㝆の指定の説᫂は文化庁監修の『月刊文化財』に掲載された

「新指定の文化財―記念物―」にᣐる。

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　昭和39年 5月 2日௜け、文化財保護委員会告♧第18号）

大阪市⾤の東辺、南北に長く連る上町台地は、᪩くから㛤発されていたとこࢁでࡗ࠶て、古史に

。うࢁ࠶でࡁ࡭ぢえる難波の地は、ここにồむࡤࡋࡤࡋ

⥆日本紀⪷Ṋኳⓚኳ平十六年二月の条に「௒௨難波宮定Ⅽⓚ都」とぢえ、難波宮は㤳都となࡗたが、

⩣十七年五月には都は平城に⛣されている。

このᨾ地は᫂らかでなかࡗたが、᭱㏆上町台地の北端部、大坂城外ᇼの南方⛬㏆いとこࢁにおい

て、ዉⰋ᫬代の朝堂院の大極殿・小安殿、内裏の大安殿の跡等が検出された。

大極殿は、南北⣙二一࣓ーࢺル、東西推定⣙四二࣓ーࢺルの基ቭを᭷ࡋ、その南㠃と北㠃にはそ

れࡒれ三ࢣ所ࡘࡎの㝵ẁがࡗ࠶たとㄆࡵられる。この北に㏆く南北⣙一二࣓ーࢺル、東西⣙三三࣓ー
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第 2次指定ศ（昭和 51 年 3 月 31 日指定）72�530.80 ੍

第 1次指定ศ（昭和 39 年 5 月 2 日指定）17�511.19 ੍

第 3次指定ศ（昭和 61 年 8 月 4 日指定）1�566.71 ੍

第 4次指定ศ（平成 13 年 1 月 29 日指定）11�017.07 ੍

第 5次指定ศ（平成 17 年 3 月 2 日指定）23�538.08 ੍

第 7次指定ศ（平成 25 年 3 月 27 日指定）15�000.07 ੍

第 6次指定ศ（平成 19 年 7 月 26 日指定）3�896.79 ੍
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図36　史跡難波宮跡指定᫬期別⠊ᅖ
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。られるࡵ小安殿の跡とㄆ、ࡾ࠶ルの基ቭがࢺ

大極殿の南方はᗈሙをなࡋ、かࡘ小安殿の東㠃には、ᘔ廊の遺構が遺存ࡋ、ᙼṈ合ࡏࢃ考えて大極

殿を中ᚰとࡋてᘔ廊が⧑ࡗていたと察ࡏられ、ᗈሙの西南隅に東西にᘏびる㞵ⴠ溝が発ぢされている。

すなࢃちこの地域は、朝堂院の大極殿地区でࡾ࠶、この南方に朝堂等が建てられていたので࠶る。

この大極殿地区の北方には、北㠃はヲかではないが南・東および西の三方に掘立柱のᘔ廊を⧑らす

内裏がࡾ࠶、その中央部に掘立柱の跡によࡗて᱆行（東西）九間、ᱱ行（南北）四間とㄆࡵられている建

物、すなࢃち大安殿の跡が࠶る。ࡲた西ᘔ廊の外側には周垣の一部と推定される南北にᘏびる築地の

跡が࠶る。

ここにὀពすࡁ࡭は、上記の遺跡とᡈいは」合ࡋ、ᡈいは独立ࡋ、ࡋかࡶ大極殿・大安殿等と中㍈

⥺を等ࡋくする建物遺構（掘立柱✰・石敷等）が検出されていることでࡗ࠶て、その≧ἣによࡾ、⪷Ṋ

ኳⓚ௨前のࡶのとㄆࡵられ、ࡋかࡶその特Ṧかࡘ㞝大な規ᶍ・㓄列からぢて、これࡶ宮殿の遺跡と察

。られるࡏ

元᮶難波の地には、難波長᯶豊☆宮௨後ࡶ、㝙都のዴࡶࡁのとࡋて、難波宮が存⥆ࡋたとㄆࡵられ、

ᦤ津⫋のྡࡶこれに⏤᮶する。その間⪷Ṋኳⓚのᚚ代にはⓚ都とࡶなࡗたので࠶るが、ᘏᬺ十二年三

月「難波大宮」はᗫされ、ᦤ津⫋ࡶᦤ津国と改ࡵられている。この特␗なព⩏を᭷する難波宮にࡘいて、

調査が行なࢃれ、調査は⥅⥆中で඲ㇺをࡘくࡋているとはいえないが、⪷Ṋኳⓚの難波宮の主要部が

᫂らかにされ、学術上極ࡵてព⩏࠶ることとㄆࡵられる。

現ᅾ地は、市⾤、特に建設㏵上に࠶る官庁⾤中にࡾ࠶、遺跡の‭⁛を㜵ࡄことは急ົで࠶るが、཯

㠃大阪市におけるこの地域の現代的性格を考៖ࡋ、┠ୗのとこࢁ、保存のᑐ㇟とࡋて⪷Ṋኳⓚ難波宮

の大極殿地区と内裏中大安殿跡を指定ࡋようとするࡶので࠶る。

保存の要件

一、 基ቭ・柱✰・石敷その他遺構をࡁᦆࡋないこと。

二、 遺物を᥇集ࡋないこと。

三、 その他みࡾࡔに現≧を変᭦ࡋないこと。

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　昭和51年 3月31日௜け、文部省告♧第38号）

現ᅾ、難波宮跡は、大安殿跡、大極殿跡を中ᚰとࡋて内裏跡ཬび朝堂院跡が指定されているが、そ

の後の発掘調査によࡾ、ኳṊ朝難波宮とᛮࢃれる前期内裏前後殿をึࡵኳṊ・⪷Ṋ୧朝を含む前後୧

᫬期の朝堂院建物、ᘔ廊、築地とᛮࢃれるྛ✀の地ୗ遺構が検出され、宮域の中ᯡ部はほࡰ඲域を推

定でࡁるẁ㝵となࡗた。ࡲた、᭱㏆の発掘調査によれࡤ、前期朝堂院等の遺構が判᫂ࡋ、ኳṊ朝ᮒ㫽

元年（686年）↝ኻ௨前の建物の規ᶍにࡘいて࠶ࡶる⛬度の考察がྍ⬟となࡗた。

これらを含む地域を追加指定ࡋ、保存を図るࡶので࠶る。

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　昭和61年 8月 4日௜け、文部省告♧第116号）
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㞴Ἴᐑ㊧

　　大阪府大阪市東区法円坂町

難波宮跡は、ᡃが国古代における㤳都࠶るいは㝙都とࡋて歴史上㔜要なព⩏をࡶࡘࡶのでࡾ࠶、大

極殿を中ᚰとࡋて朝堂院と内裏の一部が史跡に指定されている。௒回追加指定ࡋようとするのは、指

定地の東南に㞄᥋ࡋた地で࠶る。この地は、後期難波宮の朝堂院東第三堂にかかると推定されるとこ

る。（文化庁文化財保護部1986）࠶のでࡶうとするࢁてその保存を図ࡋ追加指定、ࡾ࠶でࢁ

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　平成13年 1月29日௜け、文部科学省告♧第13号）

（新ྡ⛠）㞴Ἴᐑ㊧㝃ἲ෇ᆏ㑇㊧

（旧ྡ⛠）㞴Ἴᐑ㊧

　　大阪府大阪市中央区大ᡭ前四୎┠

難波宮跡は、大阪府の上町台地北辺に఩⨨する古代の宮都で࠶る。遺跡は前期と後期にศけられ、

前期は㣕㫽᫬代の孝徳朝からኳṊ朝、後期はዉⰋ᫬代の⪷Ṋ朝のࡶのと考えられている。昭和三十九

年に指定され、その後追加指定が図られてࡁた。この地には難波宮跡に先行する法円坂遺跡と⛠され

ている古ቡ᫬代の遺跡の存ᅾࡶ▱られていた。難波宮跡の北西の一角において、昭和六十二年から平

成元年に、大阪市博物館などの建設に伴ࡗて、財ᅋ法人大阪市文化財協会が発掘調査をᐇ施ࡋたとこ

、ࡵて大規ᶍな倉庫群が発ぢされたたࡵࢃࡁるࡰ難波宮跡の遺構のほかに、古ቡ᫬代中期にさかの、ࢁ

この部ศの保存を図ることとなࡗた。

古ቡ᫬代の倉庫群は総数一六棟の総柱建物からなࡾ、その構㐀はいࡎれࡶ高ᗋᘧと考えられる。こ

れらの建物は同ࡌ構㐀と規ᶍでࡾ࠶、西側の一ࠐ棟と東側の六棟の二ࡘの群にศけられる。建物の㓄

⨨はࡵࢃࡁて規๎的で、୧群とࡶ東西方向に⣙四࣓ーࢺルの間㝸をࡗࡶて୪ࡪ建物列が、南北二列に

㓄⨨される。୧群の建物列北辺は、ほࡰ一直⥺上に఩⨨するࡶののᚤጁなࡎれがࡾ࠶、南北二列の建

物列の間㝸は東群の建物がよࡾ▷い。一棟の建物は᱆行五間（⣙一࣓ࠐーࢺル）、ᱱ行五間（⣙九࣓ー

棟、ࡾる。柱✰の㓄⨨は㏻ᖖの総柱建築とは␗な࠶ルでࢺル）で、平㠃積は九一から九六平方࣓ーࢺ

ᣢち柱と考えられる二本の柱と、ᗋ᮰に᥋する四本の柱をࡘࡶ。建物に直᥋伴う遺物は少ないが五世

紀こࢁのࡶのがࡾ࠶、㔜」する五世紀ᮎから六世紀ึ㢌の❿✰住ᒃに先行することから、倉庫群の᫬

期はほࡰ五世紀と考えられる。

法円坂遺跡の倉庫群は古ቡ᫬代中期のࡶのとࡋては✺出ࡋた規ᶍをࡶち、ࡵࢃࡁて計画的に㓄⨨さ

れていることから、ᙜ᫬の大和ᨻᶒとの関ಀが᝿定される。『日本書紀』にみえる「難波のᇼỤ」ࡸ「難

波津」は大和ᨻᶒと関ಀが῝く、上町台地周辺にẚ定されておࡾ、本遺跡の大規ᶍな倉庫群との関連

難波宮跡に先行する大和ᨻᶒに、ࡾ࠶考えられる。古ቡ᫬代中期のᨻ治・社会を考える上で㔜要でࡶ

かかࢃる施設とࡋて、追加指定ྡࡋ⛠変᭦を図るࡶので࠶る。（文化庁文化財部監修2001）

この᫬、ྡ⛠を難波宮跡㝃法円坂遺跡に変᭦する。

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　平成17年3月2日௜け、文部科学省告♧第28号）
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㞴Ἴᐑ㊧㝃ἲ෇ᆏ㑇㊧

　　大阪府大阪市

難波宮跡は、大阪市上町台地北端、ᾷ川・大和川水⣔と大阪‴を⤖ࡪ地Ⅼに఩⨨する、七世紀か

ら八世紀ᮎࡲで⥅⥆ࡋた宮跡で࠶る。大化改新᫬に孝徳ኳⓚの難波長᯶豊☆宮が⨨かれたのをはࡌ

が国古代ࢃ、てࡋるいは㝙都（๪都）と࠶、てࡋれ、㤳都とࡲኳṊኳⓚ、⪷Ṋኳⓚの難波宮が営、ࡵ

のᨻ治、文化の中ᚰとࡋて栄えたが、᱕Ṋኳⓚのᘏᬺ三年（七八四）、長ᒸ遷都に伴い難波宮の建物

は長ᒸ宮に⛣築されて⤊↉を㏄えた。

これࡲでの発掘調査によࡗて、前後二᫬期の宮殿遺構の存ᅾが判᫂ࡋておࡾ、上ᒙは⪷Ṋኳⓚに

よࡗて㐀営された後期難波宮で、内裏、大極殿、朝堂院が南北に⨨かれ、朝堂院に八ࡘの朝堂が୪

その北端に東西に八、ࡾ࠶でいた。ୗᒙは、一六堂の朝堂からなるᗈ大な朝ᗞを᭷する朝堂院がࢇ

角形のᴥ㛶≧建物等の遺構がぢࡘかࡗておࡾ、これにࡘいては孝徳ኳⓚの難波長᯶豊☆宮にᙜてる

ぢ解が᭷ຊとなࡗている。

௒回、᪤指定地の東側にᙜたる前期難波宮跡朝堂院の東回廊部ศおよび内裏回廊等の部ศにࡘい

て追加指定を行い、保護の୓඲を期そうとするࡶので࠶る。（（文化庁文化財部監修2005）

第 �ḟᣦᐃ　（官報告♧　平成19年㸵月26日௜け、文部科学省告♧第109号）

㞴Ἴᐑ㊧㝃ἲ෇ᆏ㑇㊧

　　大阪府大阪市

難波宮跡は、大阪市中ᚰ部の上町台地に所ᅾする古代の宮殿跡で࠶る。大化元年（六四五）十二月、

孝徳ኳⓚが㣕㫽から遷都ࡋて㐀営をጞࡵ、白㞡三年（六五二）に᏶成ࡋて難波長᯶豊☆宮と࿨ྡされ、

その間、大化改新の⯙台となࡗた。孝徳ኳⓚのṚἐによる㣕㫽㑏都後ࡶ難波宮は存⥆ࡋ、ኳṊኳⓚ

による㐀営が行ࢃれ、ኳṊኳⓚ十二年（六八三）には」都制のペによࡗて難波宮は๪都となるࡶ、ᮒ

㫽元年（六八六）に↝ኻࡋた。ዉⰋ᫬代にධࡾ⪷Ṋኳⓚの神ட三年（七二六）に㐀営がጞࡵられて整備

され、ኳ平十六年（七四四）には一᫬ⓚ都となࡗた。ᘏᬺ三年（七八四）の長ᒸ京遷都に伴い主要な建

物が長ᒸ宮に⛣築され、ᗫ都となࡗた。これࡲでの発掘調査の⤖果、大化改新᫬の前期難波宮と八

世紀前半の⪷Ṋኳⓚが㐀営ࡋた後期難波宮の二᫬期の遺構が㔜なࡗてぢࡘかࡗている。昭和三十九

年の指定௨後、௒日ࡲでに内裏、大極殿、朝堂院等の宮の中ᯡ部および難波宮跡に先行する古ቡ᫬

代の倉庫群が順次指定されている。ࡲた、大極殿院の東方一ᖏには難波宮の官衙群がᗈがࡗている

ことが、昭和四十三・五十五・五十七年の発掘調査によࡗて☜ㄆされている。

平成十七・十八年度に宮跡東方官衙域において国立医⸆ရ㣗ရ⾨生研究所⛣㌿に伴う発掘調査を

ᐇ施ࡋた⤖果、調査区西側においてそれࡒれᰙ列でᅖࡲれた南北方向三間௨上の掘立柱建物および

総柱建物ྛ一棟を、同東側では༢廊で四周をᅖࡲれた東西二間、南北五間の掘立柱建物一棟等の前

期難波宮期の遺構を検出ࡋた。南㠃回廊中央に五間門が㛤く。༢廊の内側が小石敷ࡁとなࡗている

Ⅼは、難波宮の中でࡶ特Ṧな施設で࠶ることをうかがࡏࢃ、㤫ᐗ施設ࡋࡶくは⚍♭施設とࡶ考えら

れる。よࡗて௒回新たに☜ㄆされた東方官衙の一部を追加指定ࡋ保護の୓඲を図ࢁうとするࡶので
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る。（文化庁文化財部監修2007）࠶

第 �ḟᣦᐃ （官報告♧　平成25年3月27日௜け、文部科学省告♧第46号）

㞴Ἴᐑ㊧㝃ἲ෇ᆏ㑇㊧

　　大阪府大阪市

難波宮跡は、大阪市中ᚰ部の上町台地に所ᅾする古代の宮跡で࠶る。大化元年（六四五）十二月、

孝徳ኳⓚが㣕㫽から遷都ࡋて㐀営をጞࡵ、白㞡三年（六五二）に᏶成ࡋて難波長᯶豊☆宮と࿨ྡされ、

その間、大化改新の⯙台となࡗた。孝徳ኳⓚのṚἐによる㣕㫽㑏都後ࡶ難波宮は存⥆ࡋ、ኳṊኳⓚ

十二年（六八三）には」都制のペによࡗて難波宮は๪都となるࡶ、ᮒ㫽元年（六八六）↝ኻࡋた。ዉⰋ

᫬代にධࡾ⪷Ṋኳⓚの神ட三年（七二六）㐀営がጞࡵられて整備され、ኳ平十六年（七四四）には一᫬

ⓚ都となࡗた。ᘏᬺ三年（七八四）の長ᒸ京遷都に伴い主要な建物が長ᒸ宮に⛣築され、ᗫ都となࡗ

た。これࡲでの発掘調査の⤖果、大化改新᫬の前期難波宮と八世紀前半の⪷Ṋኳⓚが㐀営ࡋた後期

難波宮の二᫬期の遺構が㔜なࡗてぢࡘかࡗている。昭和三十九年の指定௨後、௒日ࡲでに内裏、大

極殿、朝堂院等の宮の中ᯡ部、難波宮跡に先行する古ቡ᫬代の倉庫群で࠶る法円坂遺跡、難波宮中

ᯡ部の東に఩⨨する東方官衙が順次指定されている。

このうち難波宮跡東方官衙では、これࡲでの調査において整↛と୪ࡔࢇ掘立柱建物と高ᗋᘧ倉庫

が塀にᅖࡲれてぢࡘかるととࡶに、東西五間の規ᶍをࡘࡶ門ࡸ回廊ࡶ発ぢされている。

௒回追加指定ࡋようとするのは、その東方官衙の南側部ศと中ᯡ部の東側部ศで࠶る。東方官衙

南側部ศでは、北側と関連すると考えられる建物跡の柱✰列が検出されておࡲ、ࡾた、中ᯡ部東側

の部ศでࡶ掘立柱✰ࡸ⎰∦がぢࡘかࡗていて、この一ᖏに遺構が࠶ることが᫂らかになࡗている。

このうち、条件の整ࡗた部ศにࡘいて追加指定ࡋ、保護の୓඲を図ࢁうとするࡶので࠶る。（文化

庁文化財部監修2013）

� 　බ᭷໬の⌧≧

史跡指定地の公᭷化の≧ἣを௨ୗに♧す。 

ᣦᐃḟᩘ  බ᭷化ࡢ⌧≧  

➨ 1 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化⤊஢  

➨ 2 ḟᣦᐃᆅ  中ኸ大㏻௨༡ࡣබ᭷化⤊஢ࠋ  
ྠ௨北ࡣ日ᮏ㒑ᨻ(ᰴ)ᩜᆅࠊ㹌㹒㹒す日ᮏᩜᆅࡣᮍබ᭷化（ࡋࡔࡓ  
㹌㹒㹒す日ᮏᩜᆅࡢ一部ࡣබ᭷化⤊஢）ࠋ  

➨ 3 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化⤊஢  

➨ 4 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化⤊஢  

➨ 5 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化⤊஢  

➨ 6 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化⤊஢  

➨ 7 ḟᣦᐃᆅ  බ᭷化༙ศ῭（௧࿴ඖ年ᗘ࡟一部බ᭷化῭）   
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第 �章　ྐ㊧の本㉁ⓗ౯್

�　ྐ㊧の本㉁ⓗ౯್の᫂♧

前❶に記す「指定の理⏤および説᫂」をࡶとに、史跡の本㉁的౯್を要⣙する。

ձࠗ ᪥本᭩⣖ ➼࠘のྐᩱ࡟グྂࡓࢀࡉ௦の㒔ᇛ࣭ᐑẊ࡛ࡿ࠶㞴Ἴᐑの㑇ᵓ࡚ࡋ࡜㈗㔜࡛࡜ࡇࡿ࠶

࡟ሙᡤࡌྠࠊ࠼ຍ࡟ �᫬ᮇのᐑẊ㑇㊧ࡀ㔜」࠺࠸࡜ࡿࡍ௚࡟౛の࡞␗≉࠸࡞㓄⨨ࠋ࡜ࡇࡿ࡜ࢆ

大阪市の中ᚰ部に南北にᘏびる上町台地上に、㣕㫽᫬代からዉⰋ᫬代にかけての前後 2᫬期の宮殿

遺跡が中㍈⥺をඹ᭷ࡋて㔜」する。このような遺構の存ᅾ形ែは他にほとࢇど類౛のぢられない特␗

なࡶので࠶る。

ղㄪᰝࠊࡾࡼ࡟✲◊ࠊ୧ᐑẊの᫬ᮇࠊᛶ᱁➼ࠊࡾ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀᏛ⾡ⓗ࡟ᴟ࡚ࡵ㔜せ࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶

た前期難波宮は孝徳ኳࡲ、ࡾ࠶後期難波宮は⪷Ṋኳⓚの難波宮で、ࡾた発掘調査と研究によࡋ⥆⥅

ⓚの難波長᯶豊☆宮で࠶るྍ⬟性が᫂らかとなࢃ、ࡾが国の古代史を研究する上で学術的に極ࡵて㔜

要で࠶る。

ճඛ⾜ࡿࡍ㑇㊧ࡀ㢧ⴭ࡛ࠊࡾ࠶Ṕྐⓗ⤒㐣ࠋ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ▱ࢆ

難波宮に先行する法円坂遺跡では 5世紀代の大規ᶍな高ᗋᘧ建物群などが発ぢされ、難波宮㐀営の

前史となる古ቡ᫬代中期௨㝆のᨻ治、社会を考えるうえで㔜要で࠶る。

� 　ᵓᡂせ⣲の≉ᐃ

上記のように、史跡難波宮跡㝃法円坂遺跡の本㉁的౯್は、㣕㫽᫬代からዉⰋ᫬代にかけての前後

2᫬期の難波宮、およびその前史となる法円坂遺跡の 5世紀代大規ᶍ建物群を構成する地ୗ遺構およ

び遺物に集⣙される。

ᡓ後、ࢃが国の古代史研究は大ࡁな進展をみࡏたが、そのなかで難波宮跡の発掘調査とそれをࡶと

にࡋた研究成果が果たࡋたᙺ๭は極ࡵて大ࡁなࡶのが࠶る。発掘された遺構のṧ存≧ែはⰋ好でࡾ࠶、

その✀類は前期の掘立柱建物ࡸ後期の基ቭ建物、それらの建物群を区画する回廊ࡸ築地、溝など、多

✀にཬࡪ。それらはࡲとࡗࡲた区画を成ࡋておࡾ、宮殿中ᯡ部を構成する大極殿を含む朝堂院、その

北側の内裏、南側の朝集殿院ࡸ宮殿南門などの区画はࡶとよࡾ、周辺部の官衙遺構ࡶ含ࡵてಶࠎの建

物㓄⨨等はほࡰ඲容が᫂らかとなࡗている。

これらが発ぢされた土地は、昭和39年よࡾ順次史跡に指定され、同46年からは環境整備事業がおこ

なࢃれ、史跡公園とࡋての体裁を整えてࡁたことは、これࡲでに㏙࡭てࡁたとおࡾで࠶る。史跡を構

成する要⣲等を検ウするに࠶たࡾ、難波宮跡とその周辺に存するㅖ要⣲を௨ୗの それ、ࡋにศ類ࡘ3
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。るࡵとࡲれの構成要⣲をࡒ

ձྐ㊧の本㉁ⓗ౯್ࢆᵓᡂࡿࡍせ⣲

・地ୗに埋蔵されている難波宮期、および難波宮期前史の遺構、遺物

・難波宮跡の地ୗ遺構によࡗて定⩏௜けられる✵間

ղྐ㊧の本㉁ⓗ౯್ࢆᵓᡂࡿࡍせ⣲ࡿࡌ‽࡟せ⣲

・地ୗに埋蔵されている難波宮ᗫ⤯後から中世、㏆世、および㏆代に⮳る᫬期の遺構、遺物

ճ本㉁ⓗ౯್のಖᏑά⏝࡟㈨ࡿࡍせ⣲

・（調査、研究に基࡙いた）遺構表♧

・史跡指定地内の（整備事業で植ᶞࡋた）ð 木

・౽┈施設（᱌内・解説ᯈ、園路、౽所、ఇ᠁施設、↷᫂・給᤼水施設等）

մྐ㊧ᣦᐃᆅእྐࠊࡾ࠶࡟㊧୍࡜యⓗ࡟ᤊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠼౯್ࢆ᭷ࡿࡍせ⣲

・史跡指定地外で検出されている難波宮期の遺構、遺物

・（難波宮跡の࣑ࣗࢺ࢖ࢧージアムで࠶る）大阪歴史博物館

� 　ᵓᡂせ⣲のㄝ᫂

1 � 史跡の本㉁的౯್を構成する要⣲

࣭ᆅୗ࡟ᇙⶶࡿ࠸࡚ࢀࡉ㞴Ἴᐑᮇࡧࡼ࠾ࠊ㞴Ἴᐑᮇ๓ྐの㑇ᵓࠊ㑇≀

史跡指定地は、北から内裏、大極殿院、朝堂院という宮殿中ᯡ部を構成する遺構が୪ࢇで検出さ

れている。これらは前・後 2᫬期の同ᵝの㓄⨨をࡶち、回廊、塀等によࡾ区画された内部に、内裏

ṇ殿、大極殿、朝堂などの建物が㓄⨨されている。その西・東側には官衙と࿧ࡤれるᙺ所の建物群

ղ�ྐ㊧の本㉁ⓗ౯್ࢆ

���ᵓᡂࡿࡍせ⣲ࡿࡌ‽࡟せ⣲

ձ�ྐ㊧の本㉁ⓗ౯್ࢆ

　�ᵓᡂࡿࡍせ⣲

մ�ྐ㊧୍࡜యⓗ࡟ᤊ࡟࡜ࡇࡿ࠼

せ⣲ࡿࡍ᭷ࢆ౯್ࡾࡼ���

ճ�本㉁ⓗ౯್のಖᏑά⏝

せ⣲ࡿࡍ㈨࡟���

史跡の保存に㈨する要⣲

（史跡指定地外）

（史跡指定地内）

 史跡の構成要⣲
歴史的౯್の構成要⣲

歴史的౯್の構成要⣲

歴史的౯್の構成要⣲

史跡の保存に㈨する要⣲

ྐ㊧のᵓᡂせ⣲࠿࡯㸦ศ㢮㸧
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が検出されている。

これらの遺構は難波宮跡の中ᯡ部を構成する殿舎で࠶

たそれࡲ。る࠶て㔜要でࡵて極ࡋ史跡の構成要⣲と、ࡾ

に先立ࡘ 5 世紀倉庫群は、ᙜ᫬の国家ᶒຊが建設にかか

ᙜヱ地が、ࡾたことが推 されておࡗࢃ 5 世紀௨㝆㔜要

な఩⨨にࡾ࠶、難波宮㐀営に⮳る古代の歴史を考えるう

えで㔜要な遺構で࠶る。

これらの理⏤によࡾ、地ୗに埋蔵されている難波宮期、

および難波宮期௨前の遺構、遺物を史跡の本㉁的౯್を

構成する要⣲とする。

࣭㞴Ἴᐑ㊧のᆅୗ㑇ᵓ࡚ࡗࡼ࡟ᐃ⩏௜ࡿࢀࡽࡅ✵㛫

難波宮跡の中ᯡ部は史跡に指定され、昭和46年（1971）

よࡾ、地表㠃に建物等の఩⨨、規ᶍを♧す遺構表♧がお

こなࢃれている。大阪という大都市の中ᚰ部に、これほ

ど大規ᶍに考古遺跡が保存されている౛は඲国的にࡶほ

とࢇどなく、極ࡵて㈗㔜なࡶのといえる。地ୗ遺構によࡗて定⩏௜けられる✵間は、かࡘての難波宮

のጼをල体的に࣓࢖ージࡋ、宮殿の規ᶍ、形ែ、ࡲたそこでおこなࢃれた൤ᘧࡸᨻ治などを体ឤ、追

体㦂でࡁるࡶのでࡾ࠶、ᑗ᮶にࢃたࡗて保存ࡋ、活用を図ることがᚲ要で࠶る。よࡗて難波宮跡の地

ୗ遺構によࡗて定⩏௜けられる✵間を、本㉁的౯್を構成する要⣲とする。

2 � 史跡の本㉁的౯್を構成する要⣲に‽ࡌる要⣲

史跡の本㉁的౯್を構成する要⣲とࡏࢃ࠶て存ᅾすることによࡾ、本㉁的౯್を高ࡵる要⣲を、史

跡の本㉁的౯್を構成する要⣲に‽ࡌる要⣲とする。

࣭ᆅୗ࡟ᇙⶶࡿ࠸࡚ࢀࡉ㞴Ἴᐑᗫ⤯ᚋࡽ࠿୰ୡࠊ㏆ୡࡧࡼ࠾ࠊ㏆௦ࡿ⮳࡟᫬ᮇの㑇ᵓࠊ㑇≀

難波宮跡の఩⨨する上町台地北端部は、古代௨㝆、大阪の歴史、文化の中ᚰ地でࡗ࠶たたࡵ、ྛ᫬

代の遺跡が㔜ᒙ的に存ᅾする。難波宮がᗫ⤯ࡋた後ࡶ、大坂（石山）本㢪ᑎとそのᑎ内町が建設され、

その後ࡶ豊臣大坂城、徳川大坂城とその城ୗ町が建設された。㏆代においてはྛ✀の㌷関ಀの施設が

⨨かれた。このように大阪は古代から中・㏆世、および㏆代に⮳るࡲで、ࢃが国のᨻ治、⤒済、文化

の中ᚰ地とࡋて栄えてࡁた。

ᙜヱ地にはこれらྛ᫬代の遺構・遺物がⰋ好に遺存ࡋている。これらは難波宮期の遺構ととࡶにᙜ

ヱ地が歩ࢇでࡁた歴史を♧すࡶのでࡾ࠶、大阪の歴史、文化を顕彰するたࡵの㔜要な要⣲といえる。

3 � 本㉁的౯್の保存活用に㈨する要⣲

史跡の本㉁的౯್を構成する要⣲のᬑཬ、活用に㈨する要⣲を本㉁的౯್の保存活用に㈨する要⣲

とする。　

図37　前期東八角殿院の遺構

ዟに後期大極殿および後殿の᚟元基ቭ
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㸦࣭ㄪᰝ࡟✲◊ࠊ基ࡓ࠸㸧㑇ᵓ⾲♧

昭和29年（1954）௨᮶の⥅⥆ࡋた発掘調

査、研究によࡾ難波宮跡の歴史的㔜要性が

᫂らかにされ、それらを構成する遺構の఩

⨨、規ᶍ、性格が᫂☜となࡗた。中ᯡ部

のᗈい⠊ᅖが史跡に指定され、昭和46年

（1971）௨㝆、⥅⥆ࡋて地表部にそれらの

఩⨨、規ᶍを♧すたࡵに遺構表♧がおこな

た。史跡をゼれた市Ẹは、それらࡁれてࢃ

によࡗて難波宮の඲体ീを理解ࡋ、歴史を

追体㦂することがでࡁる。

࣭ྐ㊧ᣦᐃᆅෆの㸦整備஦ᴗ࡛᳜ᶞࡓࡋ㸧

ᶞᮌ

史跡難波宮跡は大阪という大都市の中ᚰ

部に఩⨨することから、史跡とࡋて保存

されたᗈ大な敷地は、市Ẹにとࡗて㈗㔜

な࢜ーࣉン࣌ࢫーࢫとなࡗている。たࡔ

たᗈいࡗ難波宮跡は、本᮶は一体とな、ࡋ

✵間にᗈがࡗていたので࠶るが、現ᅾは阪

神高速道路・中央大㏻と上町➽によࡗて 3

の区画にศ᩿されている。そのࡘ のうࡘ3

ち、南部ࢡࢵࣟࣈは中央に大極殿を含む朝

堂院とその東側に官衙、北部ࢡࢵࣟࣈは内

裏、西部ࢡࢵࣟࣈは「難波大蔵」とおࢃࡶれ

る官衙と 5世紀代の大型建物群で࠶る。こ

のような≧ἣにࡗ࠶て、ྛࡈࢡࢵࣟࣈとに

宮殿内におけるそれࡒれのᶵ⬟にᛂࡌた遺

構の✵間を࣓࢖ージでࡁるようにするたࡵ

には、ྛࢡࢵࣟࣈは周ᅖの道路景ほとどぬ

的に㐽ⶸすることがᚲ要でࡾ࠶、周辺部（道

路際）に高木の植ᶞをおこなࡗている。

て市Ẹが᠁えࡋた都ᚰ部の史跡公園とࡲ

る✵間で࠶るたࡵには、ᚲ要な⟠所にᶞ木

による緑㝜がᚲ要で࠶る。௒後、北に㞄᥋

する大阪城公園と一体化ࡋた歴史公園とࡋ

図38　⸨Ჴとࡋて表現された前期八角殿遺構

図39　上町➽ἢいに植ᶞされたᶞ木

図40　南部ࢡࢵࣟࣈに設⨨された౽所
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て整備、活用する方㔪でࡾ࠶、そのたࡵに

た✵間とࡋ⥆大阪城公園からの緑の連ࡶ

。る࠶てᶞ木の植ᶞは㔜要でࡋ

࣭౽┈᪋タ

歴史公園とࡋて市Ẹがᛌ㐺に利用する

たࡵには、公園施設とࡋての౽┈施設が

ᚲ要で࠶る。ఇ᠁、౽所、給᤼水、↷᫂

等、ᚲ要な施設を整備することがᚲ要で

。る࠶

4）史跡指定地外にࡾ࠶、史跡と一体

的にᤊえることによࡾ౯್を᭷する

要⣲

࣭ྐ㊧ᣦᐃᆅእ᳨࡛ฟࡿ࠸࡚ࢀࡉ㞴Ἴ

ᐑᮇの㑇ᵓࠊ㑇≀

現ᅾ史跡に指定されている⠊ᅖは、難

波宮の⠊ᅖのうち内裏、朝堂院などの中

ᯡ部と、東・西の官衙の一部でࡾ࠶、そ

の周ᅖには難波宮の宮域内で࠶るがᮍ指

定の⠊ᅖが多くᗈがࡗている。これらの

ᮍ指定地からࡶ、これࡲでに多くの難波

宮期の遺構がぢࡘかࡗておࡾ、そのうち

の」数のࡶのは地ୗに保存されていて、

地表㠃に解説ᯈ等が掲♧されている。

難波宮跡の඲体ീを理解するたࡵに

は、中ᚰ部の史跡指定地のみの整備公㛤

では㝈⏺がࡾ࠶、これら周辺部の遺構と

る。そ࠶て活用することがᚲ要でࡏࢃ࠶

のたࡵにࡶ新たな史跡追加指定へのྲྀࡾ

組みࡶᚲ要で࠶る。

㸦࣭㞴Ἴᐑ㊧の࠶࡛࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࢺ࢖ࢧ

㸧኱㜰Ṕྐ༤≀㤋ࡿ

昭和29年（1954）௨᮶の⥅⥆ࡋた難波

宮跡の調査、研究によࡾ、古代史上にお

ける学ၥ的㔜要性が᫂らかにされてࡁた

図41　難波宮跡よࡾ大阪歴史博物館�中央�をᮃむ

図42　博物館地ୗの保存遺構ぢ学ᐊ

　図43　 博物館 1 㝵࢚ンࣛࢺンࢫではᗋ（࢞ࣛࢫ㠃）ୗに保存遺構を  

ぢ学でࡁる。　
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ことは、これࡲでにゐれてࡁたとおࡾで࠶る。一方難波宮௨前、そࡋてᗫ⤯後の歴史の㔜ᒙ性にࡘい

てࡶ同ᵝに㔜要でࡾ࠶、これらにࡘいてࡶ研究成果を展♧ࡋ、よࡾᗈく市Ẹに᝟報発ಙすることがᚲ

要で࠶る。大阪歴史博物館はそれらの⵳積された調査研究成果を展♧ࡲ、ࡋた10㝵展♧ᐊからは史跡

⠊ᅖをᮃぢすることがでࡁる。地ୗには前期難波宮の遺構が保存されていて、学ⱁ員等の解説によࡾ

ぢ学することがでࡁるなど、難波宮跡と一体化ࡋた難波宮の࣑ࣗࢺ࢖ࢧージアム（遺跡博物館）とࡋて

の㔜要なᶵ⬟を᭷ࡋている。難波宮跡の保存、活用をすすࡵるたࡵには、難波宮跡の㔜要性にࡘいて

市Ẹに理解をᚓることがᚲ要で࠶るが、そのたࡵにࡶ史跡に㞄᥋する大阪歴史博物館のാࡁは㔜要で

大阪の都市の、ࡾておࡋ඘ᐇࡶいての展♧等ࡘる。難波宮ᗫ⤯後の、中・㏆世、㏆・現代の歴史に࠶

歴史をࢃかࡸࡾすく理解することがでࡁ、㈗㔜で࠶る。
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